
12、多

書
く
人
で
さ
へ
誠
に
深
い
眞
情
を
吐
請
し
て
み
る
の
も
あ
る
。
　
殊
に
朽
繁
氏

の
暗
君
の
回
想
な
ど
κ
璽
っ
て
は
人
の
腸
を
断
つ
も
の
が
あ
る
。
　
そ
し
て
狸

舷
…
あ
る
父
君
の
温
蠕
…
が
人
に
泊
旧
る
。
　
叉
色
々
の
入
が
色
々
の
見
方
を
以
て
書

い
て
み
ろ
の
で
（
二
氏
の
本
質
酌
永
勃
的
な
る
本
牲
に
就
て
は
い
つ
れ
の
人

も
深
刻
に
書
き
冒
し
て
み
な
い
の
は
残
念
ぞ
は
あ
る
が
）
浮
澱
の
人
と
そ
の

二
災
の
酋
影
を
思
ひ
ウ
参
け
べ
る
に
は
恰
好
の
よ
す
が
と
な
る
。
　
殊
に
田
代
氏
の

筆
な
ど
に
は
短
い
句
の
中
に
朽
葉
慨
の
厨
H
を
躍
如
た
ら
し
む
る
も
の
が
あ

ゆ
。
償
甲
者
の
名
を
脇
雀
U
れ
ば
朽
葉
民
の
父
滑
漕
権
臣
氏
、
　
白
楊
璃
の
三
主
田
下

市
助
氏
を
息
め
と
し
て
粗
壁
御
風
、
松
居
松
葉
、
荒
木
郁
、
長
谷
川
時
雨
、
三

上
於
菟
古
、
編
士
幸
次
郎
、
激
職
重
夫
、
坪
内
織
殿
、
谷
婚
精
二
、
廣
俸
和

郎
、
秋
田
藩
雀
其
他
の
数
民
が
あ
る
。
　
二
氏
の
思
は
ぬ
死
に
曝
し
て
色
々
の

窓
に
」
打
た
れ
た
人
は
私
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。
　
殊
　
に
詩
の
ま
じ
め
な
る
愛
貯

薯
の
中
に
は
其
感
の
深
い
人
が
多
い
事
で
あ
ら
う
。
さ
う
敦
ふ
人
は
白
熊
一

魔
は
勘
考
を
紐
か
れ
ん
購
を
希
望
す
る
。
そ
し
て
優
れ
た
人
の
天
析
を
も
う

測
度
算
し
ん
で
、
紳
や
孫
世
を
儒
ず
る
に
せ
よ
信
ぜ
ぬ
に
せ
よ
、
彼
等
の
璽

の
冥
爾
を
心
か
ら
所
っ
て
ほ
し
い
と
慧
ふ
。
此
書
は
睡
中
贈
品
で
は
あ
る
が
獲

行
所
に
猛
闇
闇
を
魁
ず
れ
ば
其
分
配
に
奥
れ
ぬ
鰯
は
恐
ら
く
あ
る
ま
い
。
　
も
し

そ
れ
に
論
れ
な
け
れ
ば
興
便
蹴
を
他
の
人
に
も
與
へ
う
る
様
故
人
の
爲
に
獲

行
者
に
切
に
お
す
、
め
す
る
。
渡
行
所
東
京
市
牛
込
賊
津
久
β
町
臓
十
一
番

敢
ヨ
富
今
井
迫
悼
録
事
勝
贋
。
（
岡
本
器
彦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

佛
数
美
術
概
論

小
　
野
　
玄
　
妙
馨

　
欝
木
美
衛
史
研
究
が
、
今
日
に
蓬
り
も
、
ほ
朱
だ
繰
め
て
不
備
、
　
不
仁
底
に

し
で
、
絵
ど
｝
の
戸
口
奨
に
足
る
畜
の
あ
る
を
見
開
せ
ゲ
、
る
所
以
は
、
　
酬
は
典

薪
　
署
　
紹
　
介

醸
心
急
ら
『
美
徳
…
史
』
の
漉
配
賦
を
自
訂
せ
ず
、
　
癸
衛
・
災
の
研
究
、
美
衛
ロ
韻
の
研

究
、
輩
瀞
粥
家
の
研
究
、
　
及
び
艶
用
心
の
輩
罪
術
…
史
酌
丈
幅
跳
研
究
の
惹
味
の
颪
別
と

關
係
に
封
ず
る
巌
粛
な
る
美
學
上
の
考
察
、
知
見
無
く
、
唯
だ
く
漫
然
と
し

て
蹴
れ
に
重
事
す
る
も
の
多
き
に
本
つ
く
に
似
た
る
竜
、
　
一
は
又
、
靴
繭
般
の

美
衛
史
的
女
献
呈
の
貢
獄
捗
々
し
か
ら
ざ
る
爲
め
に
、
眞
の
美
衛
史
そ
の
も

の
、
論
究
を
以
て
任
ず
る
者
に
し
て
拘
ほ
已
む
を
得
ず
自
家
の
塞
勝
を
暫
く

捨
て
て
、
　
跳
方
面
の
縦
究
に
多
大
の
麟
分
力
を
裂
け
る
に
因
る
こ
と
多
き
も
ま

た
疑
ふ
を
穏
ず
。
美
衛
史
的
丈
獄
學
の
振
興
は
、
奨
徳
災
の
意
義
の
正
し
き

理
解
の
如
く
、
　
我
郵
斯
界
の
急
務
た
り
。
一
た
び
こ
の
こ
と
を
知
り
、
輔
し

て
我
郵
美
衛
史
に
於
げ
る
佛
敏
葵
衛
の
位
置
を
知
り
、
更
に
こ
の
美
徳
の
研

究
が
、
如
何
…
に
一
律
教
そ
の
も
の
に
撮
す
る
鼠
講
轟
眠
を
要
す
る
こ
と
多
き
か
を
臨
郷

り
、
し
か
も
こ
の
種
の
丈
厭
に
し
て
、
學
者
の
滲
照
に
手
頃
な
る
も
の
從
察

殆
ど
繕
無
な
り
し
を
郷
ら
ば
、
否
等
の
鼓
に
落
手
せ
る
小
野
氏
の
箸
勲
1
3
が
、
い
尋

か
に
出
で
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
時
に
主
た
る
、
鵡
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
署
書
な
り
し

か
は
何
入
と
錐
多
言
を
倹
っ
て
初
め
て
は
知
ら
じ
。
吾
等
は
署
者
の
卓
見
と

意
義
殊
に
深
き
事
業
に
饗
し
て
深
大
な
る
敬
意
を
惜
ま
ざ
ら
ん
と
ナ
。
欝
を

見
る
に
、
寺
院
の
諸
馳
陶
築
、
建
築
内
の
安
羅
［
物
、
　
佛
岬
像
、
面
戸
像
の
意
義
及

び
形
式
の
類
型
、
臨
廻
像
の
方
法
…
、
緬
W
漁
規
繍
網
島
、
彿
…
物
μ
、
法
器
、
婚
具
節
継
め

て
羨
き
範
縄
に
亘
り
て
、
し
か
も
挙
試
を
旨
と
し
て
説
か
れ
た
り
。
頗
る
學

者
の
滲
照
に
供
す
べ
し
。
　
必
ず
し
竜
完
備
を
以
て
達
す
べ
き
に
は
葬
る
べ
き

も
、
そ
は
著
者
典
人
が
既
に
そ
の
巷
塵
K
卜
い
で
明
か
に
掛
ら
注
意
せ
る
慮

他
日
の
大
成
も
叉
著
講
自
ら
の
醸
明
せ
る
髭
な
り
。
然
ら
ば
普
等
偲
を
か
更

に
春
蝋
ら
ん
。
　
空
谷
の
盤
一
目
に
も
醸
一
ふ
べ
き
こ
の
書
が
日
山
小
回
央
か
粥
更
研
究
者
並

び
に
、
　
後
の
こ
の
純
の
丈
麟
墨
・
者
に
…
賦
し
て
直
接
間
接
に
大
な
る
利
爺
を
輿

一
二
九
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
二
十
二
號

ふ
べ
曇
は
凱
じ
て
疑
ふ
ぺ
か
ら
ざ
る
歳
な
る
を
っ
東
京
小
肩
燗
原
町
六
瀞
地

丙
午
礎
版
融
爽
行
。
雀
圓
五
十
鑓
。
（
植
田
蘇
識
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
？
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寄
贈
書
籍
雑
誌

カ
ン
レ
と
現
代
哲
口
演
學
簿
士
桑
木
嚴
翼
著
班
波
書
店

闘
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
　
丈
學
士
　
佐
久
間
鼎
著
　
心
理
學
研
究
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
狸
研
究
、

東
亜
之
光
、
早
稻
田
丈
學
、
學
校
数
育
、
敷
麿
、
小
學
研
究
、
数
育
界
、

　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
縣
敏
育
一
難
髄
、
長
瞬
懸
敏
育
曾
難
雛
、

吉
、
揺
濃
教
育
、
佐
賀
敏
青
、
藝
二
三
育
、
宮
城
三
三
、
愛
媛
教
育
、
児
勲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

無
難
翻
邉
纏
　
　
　
　
欝
箋
編

　
佛
教
美
衛
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
玄
妙
著

　
印
度
の
佛
駄
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
秋
原
癒
窒
隈
噛
塘

　
哲
架
礫
誌
、
思
潮
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、

公
論
、
教
育
時
論
、

躯糖

H
悼
録
譲
務
所

丙
午
碍
版
溢

同　人
性
、
　
六
ム
判
難
難
泌

　
　
　
　
都
市
数

最
近
の
ラ
イ
ブ
う
ッ
研
究
に
就
て
：
：
…
…

十
九
世
紀
後
半
に
於
け
る
倫
理
學
説
の
厳
達
・
：

ヂ
ュ
ー
イ
の
敏
育
論
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
・
：
・

大
堕
講
衆
の
學
説
（
完
結
）
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：

彙
報
一
新
著
紹
介
「
：
・
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：

：
・
：
：
：
丈
學
士
錦
田
義
富

・
：
・
：
・
丈
學
簿
士
申
島
　
力
浩

・
：
：
：
：
丈
學
士
篠
原
助
市

：
：
・
：
：
交
學
薄
型
高
瀬
三
衣
郎
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